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１．はじめに  

建設現場での火災事故が多く発生していることから，避難訓練を現場で実施することが増えている。表-1 に

示すように橋梁建設工事の吊り足場内においても火災が発生している。地上や建築物からに比べ、足場内から

の避難では時間を要するため犠牲者も出ていることから、避難訓練の質と経験による学習の濃さが求められ

ている。そこで実際に足場内にドライスモーク(疑似煙)を充満させたうえで，リアル避難訓練を実施した。本

報告では足場内へのドライスモ

ーク充満の有無による避難にか

かる所要時間の比較や，避難口

に設置した誘導灯の見え方，訓

練後に実施したアンケート結果

について記述する。 
２．訓練概要と設備  

訓練を 2022 年 5 月 23 日 09:00～

12:00 に実施した。訓練設備の概要図

を図-1 に示す。参加者については 44
名で職種，年齢比，男女比を図-2 に

示す。訓練設備は枠組足場機材を使

用して組立て、防炎シートで全て覆

った。その中にドライスモークを充

満させ，足場内での火災を模擬した。

訓練経路については図-1 中に黄色矢

印で示した，梯子を登り，その後水平

移動し，梯子を下りる経路とし，訓練

設備内に入り，訓練設備から外へ出
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図-2．訓練参加者の構成 

表-1．橋梁建設工事の足場内火災事故 
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るまでをスマートフォンのストップウォッチアプリを

使用して計測を行った。参加者全員に対しドライスモ

ーク有り無しの 2 回、訓練を実施し，通過時間差を参

加者に実感してもった。視界の程度については，LED
光源から 2.0(m)離れた位置に照度計を設置し，ドライ

スモークが充満した時の照度低下を計測する簡易的な

方法を採用した。使用した機器の諸元を表-2 に示す。 
３．訓練結果  

通過時間計測の平均値を表-3，ドライスモーク有り無しの通過時間

差の傾向を図-3 に示す。参加者全員ドライスモーク有りの方が通過時

間を要する結果となった。訓練状況

を写真-1，ドライスモーク噴射状況

を写真-2 に示す。視界の程度につい

てはドライスモーク無しで光源に対

して 107.2(Lx)，有りで 61.85(Lx)とな

り視界 58%に低下した。図-1 中の A
地点から誘導のために B 地点に設置

した回転灯を視認することができな

かった。 

４．アンケート結果  
 訓練後「万が一，足場内で火災が発生すると

どうなるかイメージできたか」のアンケートを

実施した。アンケートの結果を図-4 に示す。参

加者の 97%が「イメージできた」と回答し、今

回のリアル避難訓練が有効であったことが分か

った。なおアンケート回収率は 100%である。 
５．まとめ  

参加者が訓練設備に入った瞬間「うわー見え

ないっ！」との声が何度も上がるなど、足場内

で火災が発生すると避難が困難な状況になるこ

とを参加者に感じてもらうことができた。今後は、排煙装置や床への避難誘導の表示などを考えていきたい。 

表-2．使用機器 

表-3．平均通過時間 
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写真-1．訓練状況 
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